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シラミは宿主特異性が高く､宿主と平行し
た進化をたどっている可能性が高い｡そこで､
霊長類のシラミのミトコンドリアDNAによる
系統樹の作成を試みた｡シラミは虫体から,ま
た宿主については血液から常法により全DNA
を抽出した｡これを鋳型としてすでに報告さ
れているcytoch･omecoxidasesubunitI(
COI)プライマー(Science:265.1087｣1090)
を用いてPCRを行った｡このPCR産物をpT7
BlueTvectorにサブクローニングした後ABI
オートシークエンサー373Aにより塩基配列を
決定した｡
成故 下図のような系統樹を作成した｡宿主
の系統樹ともよく一致し､共進化の可能性が
示唆された｡ケジラミとアタマジラミの分岐
は､ヒトが体毛を失った時期と一致するかも
しれない｡
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